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Cisco Intersight管理モード移行ツールの作業
変革

IMMの移行を開始するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [IMM遷移の追加]をクリックします。

ステップ 2 移行の名前を入力します。

ステップ 3 移行のタイプを選択します。

(a)現在の UCS Managerハードウェアと構成の互換性/準備状況の概要のみを表示する場合は、[準備状況
レポートの生成]を選択します。

（b）準備レポートを表示し、変換された構成を Intersightにプッシュする場合は、[構成を Intersightに
移行（Transition Config to Intersight）]を選択します。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 必要に応じて、プロキシ設定を有効にします。プロキシ設定を有効にする手順については、付録 C：プ
ロキシ設定を参照してください。

ステップ 6 UCS Managerデバイスの詳細を入力します。

(a)既存のデバイスの設定を移行する場合は、[既存のUCSMデバイスの選択]オプションを選択します。
[ダウンロード]オプションを使用して、現在のデバイスの構成 JSONファイルとインベントリ JSONファ
イルをダウンロードできます。

構成 JSONファイルには、既存の UCS Managerドメインに存在するソフトウェア構成の詳細情報が含ま
れています。
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インベントリ JSONファイルには、既存の UCS Managerドメインに存在するハードウェアインベントリ
の詳細情報が含まれています。

これらのファイルは、トラブルシューティングの目的でテクニカルサポートチームと共有できます。

（b）新しい UCS Managerドメイン構成を追加する場合は、[新しい UCSMデバイスの追加（Add New
UCSMDevice）]オプションを選択します。該当のデバイスのデバイス IP /FQDN、ユーザー名とパスワー
ドを入力します。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。

準備状況レポートが生成されます。すべての構成属性がUCSManagerドメインから取得され、IMMに変
換され、結果のレポートが生成されるため、このプロセスには数分かかる場合があります。

ステップ 8 [レポートの表示（View Report）]をクリックしてレポートを表示するか、[ダウンロード（Download）]
オプションを使用してレポートをダウンロードします。[再生成（Re-generate）]オプションを使用して、
最新の構成のレポートを生成できます。

ステップ 9 手順 3で（b）を選択した場合は、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 Intersightアカウントのラジオボタンを選択します。有効なオプションは、Intersight SaaSまたは Intersight
アプライアンス VMです。

ステップ 11 次の手順を実行して、Intersightから APIキー IDを生成します。

1. Intersightアプリケーションにログインします。

2. 右上隅にある歯車アイコンをクリックし、[設定（Settings）]を選択します。

3. [API]セクションで、[APIキー（API Keys）]をクリックします。

4. ページの右上にある [APIキーの生成]をクリックします。

5. [説明（Description）]フィールドに名前を入力し、[OpenAPIスキーマバージョン3のAPIキー（API
Key for OpenAPI Schema Version 3）]を選択します。

OpenAPIスキーマバージョン 2は、IMM移行ツールではサポートされていません。（注）

6. [生成（Generate）]をクリックします。

API Key IDと Secret Keyが生成されます。[クリップボードにコピー（Copy to Clipboard）]の青いアイ
コンを使用して、これらの値をクリップボードにコピーします。IMM移行ツールアプリケーションに戻
ります。

ステップ 12 次のフィールドに入力します。

• APIキー ID:前の手順で生成された APIキー IDを入力します。

•秘密鍵: Intersightで生成された秘密鍵を入力します。

また、Intersightアプライアンス VMを選択した場合は、FQDNを入力します。

ステップ 13 （注） IMM移行ツールリリース 1.0.2以降では、使用可能な構成ファイルをダウンロードして手動で
編集し、[詳細オプション]を使用して同じものをアップロードできます。

[詳細オプション]をクリックし、編集したファイルを参照して、[アップロード]をクリックします。
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アップロードされたファイルは、構成を Intersightにプッシュするために使用されます。

ステップ 14 [次へ（Next）]をクリックします。
Intersightとの接続が確立され、変換された構成属性が Intersightにプッシュされます。

遷移が Intersightデバイスの Intersightにプッシュされている場合、または UCSMデバイスから
UCSM構成/インベントリをフェッチしている場合、デバイスの前のタスクが完了するまで、同
じデバイスを他の遷移で使用することはできません。

（注）

デバイス管理

IMM移行ツール、リリース 1.0.2以降を使用すると、UCSシステムと Intersightデバイスをよ
り適切に管理できます。各デバイスに一意のターゲット IPまたは FQDNを提供することで、
デバイスの重複を避けることができます。

デバイスを追加および管理するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [デバイス管理（Device Management）]に移動します。

ステップ 2 [デバイスの追加（Add Device）]をクリックします。

ステップ 3 ドロップダウンリストから [デバイスタイプ（Device Type）]を選択します。

ステップ 4 ターゲット IP/FQDNを入力します

ステップ 5 ステップ 3で選択したデバイスタイプが UCSシステムの場合は、デバイスのユーザー名を入力します。
そうでない場合は、ステップ 7に進みます。

ステップ 6 デバイスのパスワードを入力し、ステップ 9に進みます。

ステップ 7 ステップ 3で選択したデバイスタイプが Intersightの場合は、APIキーを入力します。

ステップ 8 秘密キーを入力します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
デバイスの詳細は、[デバイス管理]リストページに表示されます。

追加されたデバイスは、削除または編集できます。Intersightデバイスで編集できる値は API
キーとシークレットキーで、UCSデバイスで編集できる値はユーザー名とパスワードです。

既存のデバイスの削除は、それに関連付けられた遷移がない場合にのみ可能です。（注）

移行準備レポートの説明
IMM移行準備レポートには、IMMへの移行のためのUCSManagerドメインのハードウェアイ
ンベントリとソフトウェア構成の互換性の概要が表示されます。
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準備レポートは次のセクションに分かれています。

1. 変換スコア：このセクションには、ハードウェア互換性、ファブリック構成、およびサー
バーポリシー構成のスコアメーターが表示されます。

•スコアメーターの解釈は、次のように説明できます。

•優れています：ほとんどすべてのハードウェア /構成を Intersightに移行できます
が、多少の相違はあります。

•非常に良い：ほとんどのハードウェア /構成は移行できますが、一部のハードウェ
ア /構成はサポートされていないか、Intersightへの移行時に矛盾に直面する可能
性があります。

•良好：ハードウェア /構成の約半分は Intersightに移行できますが、残りのハード
ウェア /構成はサポートされていないか、Intersightへの移行中に矛盾に直面する
可能性があります。

•悪い：少数のハードウェア /構成のみを Intersightに移行できますが、多くのハー
ドウェア /構成がサポートされていないか、Intersightへの移行中に矛盾に直面す
る可能性があります。

上記の評価は、一般的な使用例に基づいています。特定の環

境の詳細レポートを確認して、ドメインへの移行の影響を評

価することを強くお勧めします。

（注）

2. 全体の要約：全体の要約セクションは、IMM変換の注意点、ハードウェア互換性の要約、
および IMM構成変換の要約で構成されます。

• Intersightマネージドモード変換の注意点：このセクションでは、変換プロセスを開始
する前に確認する必要がある注意点を示します。変換プロセスに関連するエラーと

Warning（注意）が表示されます。エラーは変換がサポートされていない要素を示し、
Warningは完全に変換できない要素のリストを示します。

•ハードウェア互換性の概要：ファブリックインターコネクト、ファブリックエクステ
ンダ、アダプタ、IOモジュール、シャーシ、ブレード、ラックなど、該当するハード
ウェアコンポーネントごとに個別の円グラフが表示されます。円グラフのカラーコー

ドは、次のように説明されます。

•緑色は、ハードウェアが移行に対応していることを示します。

•オレンジ色は、ハードウェアの互換性のためにファームウェアのアップグレード
が必要であることを示しています。

•赤色は、ハードウェアが現在移行に対応していないことを示しています。

• Intersightマネージドモード構成変換の概要：このセクションには、UCSManagerオブ
ジェクトと、Intersightの対応する変換されたオブジェクトのマッピングテーブルが表
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示されます。サーバープロファイルテンプレート、サーバープロファイル、ドメイ

ンポリシー、プール、サーバーポリシーなどの論理オブジェクトごとに個別のテー

ブルが表示されます。

3. ハードウェアの互換性：このセクションには、インベントリの各コンポーネントの互換性
レポートが詳細に表示されます。これは、ファブリックハードウェア互換性レポート、

シャーシハードウェア互換性レポート、ラックハードウェア互換性レポートなどで構成

されています。各コンポーネントをクリックすると、互換性レポートの表が表示されま

す。この表は、ハードウェアの詳細をリストし、ハードウェアとファームウェアに互換性

があるかどうかを示しています。左側の黄色の見出しは、IMM対応になるためにファーム
ウェアアップグレードが必要なコンポーネントがほとんどないというWarning（注意）を
示しています。左側の赤い色の見出しは、IMM移行と互換性のないコンポーネントがほと
んどないというエラーを示しています。左側の青色の見出しは、Informational（情報提供）
メッセージを示しています。

4. 構成変換：このセクションには、UCS Managerドメインに存在する各論理オブジェクトの
詳細な互換性レポートが表示されます。各オブジェクトの見出しをクリックすると、説明

の表が表示されます。これらの表には、変換中に使用される属性名と値、ソース UCS
Managerと変換された Intersightオブジェクトのマッピング、デバイスの起動順序などがリ
ストされています。黄色のアイコンは、一部のオブジェクトを完全に変換できなかったと

いうWarning（注意）を示します。赤色のアイコンは、サポートされていないオブジェク
トがほとんどなく、変換できないというエラーを示しています。青色のアイコンは、

Informational（情報提供）メッセージを示します。このメッセージに従って対処できます。

UCSドメインの構成の変換
IMM移行ツールで UCS Managerデバイスを追加し、[次へ（Next）]をクリックすると、ユー
ティリティがバックエンドで実行され、ハードウェアインベントリと構成を検証して、UCS
Managerドメインが IMMと互換性があるかどうかを確認します。

UCSManagerに接続し、既存の論理属性を複製します。これらには、プロファイル、ポリシー、
プール、およびテンプレートが含まれます。

[Intersightへのプッシュ（Push to Intersight）]タスクが正常に完了すると、Intersightアプリ
ケーションは変換されたオブジェクトを更新時に反映します。

変換されたオブジェクトと同じ名前のオブジェクトが Intersightに既に存在する場合、変
換されたオブジェクトによって上書きされます。

（注）

換算の前提

IMM移行ツールでの変換プロセスの前提条件は次のとおりです。
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•イーサネットネットワーク制御ポリシー：Intersightのイーサネットネットワーク制御ポ
リシーは、UCS Managerの 2つの異なる情報ソースを使用して作成できます。

•サーバ vNIC：UCS Managerのネットワーク制御ポリシーへのマッピング

•アプライアンスポート：UCS Managerのアプライアンスネットワーク制御ポリシー
へのマッピング

UCSManagerのネットワーク制御ポリシーを使用して Intersightのイーサネットネットワー
ク制御ポリシーを作成する場合、Intersightのイーサネットネットワーク制御ポリシーの
名前は UCSMのネットワーク制御ポリシーと同じになります。

UCS Managerのアプライアンスネットワーク制御ポリシーを使用して Intersightのイーサ
ネットネットワーク制御ポリシーを作成しているときに、Intersightのイーサネットネッ
トワーク制御ポリシーの名前は、UCS Managerのネットワーク制御ポリシーの名前に
[_appliance]というサフィックスが付けられます。

•イーサネットネットワークグループポリシー - UCS Managerには、同等のイーサネット
ネットワークグループポリシーはありません。イーサネットネットワークグループポリ

シーの詳細は、VLANグループから取得できます。各 VLANグループには VLANの詳細
があり、それらの詳細はイーサネットネットワークグループポリシーの作成に使用され

ます。イーサネットネットワークグループポリシーの名前は、VLANグループの名前と
同じになります。

•イーサネット QoSポリシー：UCS Managerの QoSポリシーは、Intersightでイーサネット
と FC QoSポリシーに分割されます。

•ファイバチャネルネットワークポリシー：UCSManagerには同等のファイバーチャネル
ネットワークポリシーはありません。ファイバチャネルネットワークポリシーの詳細

は、サーバープロファイル（Intersight）の作成中に取得できます。ファイバチャネルネッ
トワークポリシーの名前は、SAN接続ポリシーと vHBAの名前に由来します。

•ファイバチャネル QoSポリシー：UCS Managerの QoSポリシーは、Intersightでイーサ
ネットと FC QoSポリシーに分割されます。

• IMCアクセスポリシー：インバンドネットワーク設定の IPv4および IPv6アドレスの異
なる IPプールを持つUCSMのサービスプロファイルの IMCアクセスポリシーの作成は、
現在サポートされていません。UCS Managerには、同等の IMCアクセスポリシーはあり
ません。IMCポリシーの詳細は、サービスプロファイルから取得できます。各サービス
プロファイルには、インバンドネットワーク、IPv4および IPv6プールがあります。この
情報を使用して、IMCアクセスポリシーが作成されます。

• IMCアクセスポリシーの名前は、インバンドネットワーク VLANおよびインバンド
プールの名前を使用して派生します。名前は、最大 64文字まで指定できます。

• UCSManagerでは、サービスプロファイルで IPv4プールと IPv6プールを選択するた
めの個別のオプションがありますが、Intersightでは、IMCアクセスポリシーで IP
プールを選択するオプションは 1つだけです。Intersightで IMCアクセスポリシーを
作成する前に、UCS Managerの IPv4および IPv6プールを単一のプールにマージする
ことをお勧めします。しかし、これは実装するのが非常に簡単ではありません。変換
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中に、2つの異なる IPプールに属するインバンド IPv4および IPv6アドレスを持つ
サービスプロファイルがある場合、IPv4固有のプールのみが IMCアクセスポリシー
の作成に考慮されます。

• IPMIオーバー LANポリシー：Intersightの IPMIオーバー LANポリシーは、UCSManager
の IPMIアクセスプロファイルにマッピングされます。IPMIアクセスプロファイルの IPMI
ユーザー関連情報は、Intersightのローカルユーザーポリシーに移動されます。

• iSCSIブートポリシー - UCS Managerに相当する iSCSIブートポリシーはありません。
iSCSIブートポリシーの詳細は、サービスプロファイルから取得できます。各サービス
プロファイルには、独自の iSCSI vNICセクションがあります。iSCSI vNICの詳細は、サー
ビスプロファイルの iSCSIブートパラメータセクション内にあります。この情報を使用
して、iSCSIブートポリシーが作成されます。

• iSCSIブートポリシーの名前は、サービスプロファイルと iSCSI vNICの名前を使用し
て派生します。

• UCS Managerには、iSCSI vNICノードおよび個々の iSCSI vNICの IQNプール /イニ
シエータ名を提供するオプションがあります。Intersightには、個々の iSCSI vNIC用
のそのようなオプションはありません。Intersightの場合、IQNは LCPレベルにあり
ます（vNICにはありません）。

•通常、UCS Managerには、vNIC用に 2つの iSCSIブートターゲットを作成するオプ
ションがあり、各ターゲットには独自のCHAP詳細があります。ただし、Intersightに
は、iSCSIターゲットの CHAP詳細を提供するオプションが 1つしかありません。

• CHAP認証の場合、ツールへの入力としてCHAPパスワードを提供する必要がありま
す。それ以外の場合は、ポリシーの作成中にデフォルトパスワードが考慮されます。

• iSCSI静的ターゲットポリシー：UCSManagerに同等の iSCSI静的ターゲットポリシーは
ありません。 iSCSI静的ターゲットポリシーの詳細は、サービスプロファイルから取得で
きます。各サービスプロファイルには、独自の iSCSIブートパラメータセクションがあ
ります。これらの iSCSIブートパラメータを使用して、Intersightで iSCSI静的ターゲット
ポリシーが作成されます。単一の iSCSIインターフェイスの場合、優先順位に基づいて複
数のターゲットが存在する可能性があります。したがって、iSCSIターゲット名は、サー
ビスプロファイル名、iSCSIインターフェイス名、および iSCSIターゲットの優先度の組
み合わせとして設計されます。

• LAN接続ポリシー：UCSMでは、vNICを複数の方法で設定できます。

1. インライン vNIC

•スタンドアロン vNICの使用

• vNICテンプレートの使用

2. LAN接続ポリシー

•スタンドアロン vNICの使用
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• vNICテンプレートの使用

UCSMでは、LAN / SAN接続ポリシー、または vNIC / vHBAテンプレートを使用するかど
うかにかかわらず、インライン vNIC / vHBAのいずれかにすることができます。接続を構
成する唯一の方法であるため、考えられるすべての組み合わせが考慮され、それに応じて

Intersightの LAN / SAN接続ポリシーに変換されます。

•電源ポリシー：UCSMでは、Intersightの電源ポリシーは、グローバルポリシーの電源ポ
リシーセクションとして変換されます。

• SDカードポリシー：UCS Managerに相当する SDカードポリシーはありません。このポ
リシーは、UCSManagerのローカルディスク構成ポリシーから情報を読み取ることで作成
できます。UCS Managerのローカルディスク構成ポリシーで構成された Flexflashがある
場合、同等の SDカードポリシーが Intersightで作成されます。

•ストレージポリシー：

•ストレージプロファイルのローカル LUNでの自動展開

すべての仮想ドライブは、デフォルトで [自動展開（Auto Deploy）]です。オプショ
ンが [no-auto-deploy]に設定されている場合、サービスプロファイルでマップされた
VDとストレージポリシー VDは同じ名前にする必要があります。名前が異なる場合
は、無効な構成です。

• UCSMの LUNセットは、Intersightのシングルドライブ RAID構成に相当します。

• LUNセット内のすべてのディスクスロットを単一の番号のアレイにマージしま
す。

•すべてのドライブの VD構成は同一である必要があります。各 LUNセットに異
なる VD構成がある場合は、無効な構成としてフラグを立てます。

• M.2ドライブの構成

• UCSMで[未指定（Unspecified）]に設定されている LUNサイズは、ExpandToAvailフ
ラグが Trueに設定されている仮想ドライブに対してのみ使用する必要があります。
フラグが Falseに設定されている場合、それは無効な構成です。

•特定のストレージプロファイルと汎用ストレージプロファイルを持つ UCSMのサー
ビスプロファイルをマージして、Intersightで単一のストレージプロファイルを形成
する必要があります。

• VLANポリシー：

Intersightの vLANポリシーは、UCSManagerの vLANセクションにマップされます。UCS
Managerの場合、vLANの作成中にファブリック ID（Aまたは B、または両方）を選択す
るオプションがありますが、Intersightでは同じ状態ではありません。変換の一環として、
ファブリック IDの値が vLANポリシーの名前にサフィックスとしてファブリック IDを付
加することによって [A]または [B]に設定されている場合、2つの異なる vLANポリシー

Cisco Intersight管理モード移行ツールの作業
8

Cisco Intersight管理モード移行ツールの作業

UCSドメインの構成の変換



が作成されます。ファブリック ID値が [両方（Both）]に設定されている場合、単一の
vLANポリシーが作成されます。

• VSANポリシー：

Intersightの vSANポリシーは、UCSManagerの vSANセクションにマッピングされます。
UCSManagerの場合、vSANの作成中にファブリック ID（Aまたは B、または両方）を選
択するオプションがありますが、Intersightでは同じ状態ではありません。変換の一環とし
て、ファブリック IDの値が vSANポリシーの名前にサフィックスとしてファブリック ID
を付加することによって [A]または [B]に設定されている場合、2つの異なる vSANポリ
シーが作成されます。ファブリック ID値が [両方（Both）]に設定されている場合、単一
の vSANポリシーが作成されます。

高度な構成

次の手順を実行して、詳細構成設定用に convert_options.jsonファイルを編集できます。

1. VMに SSH接続します。

2. ~/imm-migration/config/convert/convert_options.jsonを好みに合わせて編集します。

IMM移行ツールで使用できるさまざまな変換オプションについては、付録 B:変換オプ
ションを参照してください。

（注）

3. 更新された convert_option.jsonファイルにより、

•新しい構成の新しいレポートを作成できます。

• [準備状況レポート]ページに移動して、既存の構成のレポートを再生成できます。

構成ファイルでは、パスワードは暗号化された形式で保存されます。パスワードフィー

ルドを編集する場合は、encrypted_passwordフィールドを passwordフィールドに置き換
える必要があります。

（注）
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/Intersight/b_cisco_intersight_managed_mode_transition_tool_user_guide/m_appendices.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/Intersight/b_cisco_intersight_managed_mode_transition_tool_user_guide/m_appendices.html
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


